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研究目的 
（100 字以内） 

本課題ではマクロトームを利用し、MRI で得られた情報をより補

完的に解析することでストレス等による各種神経活性化がどのよ

うに病気に寄与するかを詳細に明らかとすることを目的とした。 
研究内容・成果 
（200 字以内） 

ストレスと脳内微小炎症によって胃十二指腸潰瘍が誘導されるモ

デルを分子神経免疫学教室と共同で開発し、本モデルでの神経活

性化部位について MRI で観察した結果、視床下部での特異的な神

経活性化部位を同定した。本部位はマクロトームによる検証でも

同様の結果を得られた。また特異的な神経活性化部位の破壊によ

り潰瘍の症状が有為に減弱することも見いだし、今後はその詳細

な分子機構を同定する。 
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